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人工呼吸の考えかた
いつ・どうして・どのように
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良書であるかどうかは，読者の

求めるものに対して，どの程度応

えることができるかにかかってい

る．したがって，書かれている内

容もさることながら，良書の判定

は内容とは無関係に，読者のレベ

ルに左右されるのは事実である．

本書は，学生のような全くの初

心者が，呼吸管理の本として最初

に手に取ると，この本の価値は十

分に分からない可能性がある．一

方，実際に呼吸管理が必要な患者

さんに直面している医師にとって

は，きわめて有用な本と感じられ

るはずである．それは人工呼吸に

関して，何が問題点であるか，ど

のように対処すればよいか，また

これらについての考え方の基礎的

な背景はどこにあるのか，が見て

取れるからである．

呼吸管理技術についてもう少し

refineしたい医師や医療関係者に

は間違いなく役立つ本である．基

礎的なことが平易に解説されてい

るが，単なる入門編の内容ではな

く，応用のための基礎知識の整理

が意図されている．

前述の通り安直な「How to」

ものの内容ではないが，しかし初

心者にとって役立つ点は，思考の

過程を学ぶうえで良い入門書とな

りうることである．暗記の知識で

は応用がききにくいことの一端

を，学び取ることができるものと

思われる．

多くの挿入図を駆使し，図表の

解説を中心に話題を展開している

点は，全体に分かりやすさをもた

らしている．人工呼吸器のパネル

上の波形の詳細な検討は，波形か

らここまで分かるのかと新鮮な思

いを受ける．時定数の概念は初心

者にはなかなか理解しにくい厄介

なものであるが，時定数の項目で

の解説は明解であり，臨床的な意

義が明らかにされている．

人工呼吸管理は，呼吸器科医や

麻酔科医に限定される技術ではな

く，ジェネラリストとして必須の

要件であろう．基礎と臨床を違和

感なく繋ぐ本書は，呼吸管理を磨

くにあたり非常に役立つものと思

われる．

このように随所に人工呼吸管理

のパールが見て取れる．これらの

内容が面白いという「そこそこの

手応え」を感じられれば，読者の

レベルは「そこそこに達した」と

判断できるともいえる．
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